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白
居
易
の
詩
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
考
察
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こ
の
論
述
は
、
詩
を
通
し
て
み
た
人
間
性
の
研
究
の
一
端
で
あ
る
。
今
、
中
唐
に
そ
の
焦
点
を

当
て
て
み
た
い
。
中
唐
に
詩
を
求
め
る
者
は
、
早
早
・
孟
郊
・
元
棋
・
白
居
易
の
名
を
必
ず
口
に

す
る
で
あ
ろ
う
。
韓
・
孟
の
奇
警
に
対
し
て
元
・
白
の
坦
易
と
は
趙
翼
が
「
巽
北
詩
話
』
で
指
摘

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
流
れ
が
当
時
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
者
の

流
れ
の
代
表
的
詩
人
白
居
易
の
杭
州
に
赴
く
ま
で
、
す
な
わ
ち
穆
宗
長
呼
二
年
、
白
居
易
五
十
一

歳
ま
で
の
詩
を
こ
こ
に
取
り
上
げ
、
白
居
易
の
前
半
の
詩
を
通
し
て
、
詩
の
特
異
性
と
合
わ
せ
て

そ
の
人
間
性
の
考
察
の
一
端
と
し
た
い
。

　
さ
て
、
何
故
白
居
易
五
十
一
歳
ま
で
に
限
っ
た
か
。
こ
の
点
に
つ
き
少
し
く
説
明
を
加
え
て
お

き
た
い
。
　
「
自
甘
苦
學
空
門
法
、
鎖
蓋
平
生
種
種
心
、
唯
有
詩
魔
降
製
図
、
毎
冬
風
月
一
閑
吟
」

〈
閑
吟
V
と
歌
っ
て
い
る
ご
と
く
、
彼
の
脳
裏
か
ら
一
時
と
て
詩
が
姿
を
消
す
事
は
無
か
っ
た
。

彼
は
一
生
涯
詩
を
作
ら
な
い
時
と
て
な
く
、
　
「
凡
平
生
所
慕
所
感
所
得
所
望
所
脛
所
迫
、
一
事
一

物
已
上
、
布
在
文
集
中
…
…
」
〈
酔
吟
先
生
墓
詩
銘
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
心
に
映
る

す
べ
て
の
事
象
が
詩
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
現
在
我
々
が
見
る
詩
（
広
義
に
解
釈
し
て
）
は
、

二
千
八
百
余
首
（
文
を
含
む
と
約
三
千
八
百
余
首
で
あ
る
が
、
文
は
こ
こ
で
は
対
象
外
と
す
る
）

の
多
き
に
の
ぼ
り
、
唐
代
詩
人
の
数
あ
る
中
で
ま
れ
に
み
る
存
在
で
あ
る
。
今
、
こ
の
詩
を
一
時

に
取
り
扱
う
に
は
あ
ま
り
に
紙
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
の
作
品
を
二
期
に
分
割
す
る

必
要
が
生
じ
た
。
二
分
す
る
の
に
杭
州
に
赴
く
時
、
す
な
わ
ち
長
慶
二
年
十
月
を
も
っ
て
し
た
。

こ
の
年
、
彼
は
中
央
に
て
中
書
舎
人
知
制
譜
か
ら
外
任
を
求
め
、
杭
州
史
刺
に
平
せ
ら
れ
当
地
に

達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
元
積
が
記
し
た
白
香
山
輪
留
に
あ
る
ご
と
く
、
長
慶
四
年
十
二
月

に
元
棋
が
編
僻
し
た
白
氏
長
骨
集
は
、
白
居
易
が
杭
州
を
去
る
に
当
っ
て
、
彼
自
身
の
そ
れ
ま
で

の
作
品
を
一
括
し
て
元
積
の
手
許
に
残
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
元
積
の
手
に
よ
っ
て
文
集
五
十
巻

と
し
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
長
慶
集
五
十
巻
は
、
彼
の
前
半
の
作
品
の
総
ま
と

め
と
言
っ
て
差
支
え
な
い
。
　
「
白
年
前
著
長
継
娘
五
十
巻
、
元
微
之
爲
序
、
後
集
二
十
巻
、
自
爲

序
、
今
又
績
後
集
五
巻
、
白
爲
記
、
前
後
七
十
五
巻
、
…
…
」
〈
白
氏
集
後
記
V
と
あ
る
よ
う
に
、

こ
れ
以
降
の
詩
を
後
集
と
白
居
易
自
身
も
記
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
を
も
っ
て
彼
の
作

品
を
二
分
割
す
る
に
足
る
時
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
白
氏
長
慶
集
五
十
巻

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
は
、
長
亀
二
年
ま
で
の
白
居
易
の
作
品
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
整
理
さ
れ

元
棋
の
手
許
に
送
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
前
三
年
、
楽
章
之
爲
予
編
次
文
集
而
叙
之
、

凡
五
聖
、
毎
幟
十
巻
、
詫
長
慶
二
年
冬
、
號
白
氏
長
慶
集
、
…
…
又
從
五
十
一
以
降
、
巻
而
第
之

…
…
」
〈
後
学
序
V
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
編
定
の
時
期
は
、
四
年
で
あ
っ
て
も
二
年
冬
ま
で
の

白
居
易
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
長
洲
二
年
ま
で
の
詩
は
、
約
一
千
四
百

首
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
（
後
集
）
の
作
品
も
一
千
四
百
三
十
一
首
で
、
そ
の
首
数
に
お
い
て
も
そ

れ
程
片
寄
っ
て
い
な
い
。
加
え
る
に
白
居
易
の
特
異
性
を
見
る
に
足
る
詩
は
、
前
半
に
多
く
存
在

し
て
い
る
。
以
上
の
観
点
か
ら
長
草
二
年
、
彼
五
十
　
歳
ま
で
の
詩
を
前
半
と
し
て
取
り
上
げ
、

彼
の
詩
に
つ
い
て
ま
ず
内
面
的
に
い
か
な
る
変
化
を
見
せ
る
か
、
す
な
わ
ち
歳
月
と
共
に
彼
自
身

い
か
に
成
長
し
て
い
く
か
を
三
期
に
分
け
て
考
察
し
、
そ
の
後
で
彼
の
詩
に
お
け
る
特
異
性
を
通

し
て
二
、
三
の
考
察
を
試
み
た
い
。

一、

ﾎ
月
と
共
に

　
第
一
期

　
十
五
、
六
歳
か
ら
二
十
九
歳
進
士
合
格
ま
で
。
こ
の
期
の
作
品
は
、
極
め
て
少
数
し
か
存
在
し

な
い
。
す
な
わ
ち
甘
干
の
感
傷
詩
の
平
首
と
二
十
三
の
律
詩
の
一
群
を
中
心
に
他
に
散
見
し
得
る

も
の
合
わ
せ
て
六
十
首
前
後
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
作
品
の
傾
向
は
い
か
な
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
彼
十
八
歳
の
作
に
「
久
爲
養
生
事
、
不
學
男
生
道
、
年
少
已
多
病
、
此
身
豊
堪
老
」

〈
病
中
作
〉
と
言
い
、
又
、
二
十
九
歳
の
作
に
「
病
目
佳
節
長
歎
息
、
春
雨
濠
濠
愉
柳
色
、
鳳
坐

薬
非
蕉
日
本
、
扶
行
半
是
他
人
力
、
誼
誼
里
巷
踏
青
飾
、
薄
紅
柴
門
度
寒
食
」
〈
寒
食
臥
病
〉
と

歌
っ
て
い
る
が
ご
と
く
、
彼
は
若
き
頃
よ
り
病
身
で
あ
っ
た
。
以
後
彼
の
病
に
関
す
る
詩
は
、
す

こ
ぶ
る
多
く
、
こ
の
病
が
彼
を
し
て
貧
苦
と
共
に
将
来
の
処
生
の
あ
り
方
を
決
定
さ
せ
る
一
大
要
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因
と
な
っ
た
事
は
見
逃
せ
な
い
。
病
に
よ
る
孤
独
感
、
寂
蓼
感
が
彼
の
心
の
中
に
常
に
存
在
し
て

い
た
と
同
時
に
貧
苦
、
流
浪
が
彼
を
苦
し
め
た
。
　
「
苦
乏
衣
食
資
、
遠
爲
江
海
游
、
光
陰
坐
遅
暮
、

郷
乱
行
阻
脩
、
身
病
向
鄙
吝
、
家
貧
寄
徐
州
、
…
…
」
〈
将
之
饒
州
江
浦
夜
泊
〉
と
あ
る
ご
と
く
、

病
身
、
貧
苦
そ
し
て
望
郷
の
愁
い
の
生
活
が
彼
の
青
春
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
病
苦
の
身
に

加
え
て
、
特
に
懐
し
い
肉
身
の
い
る
故
郷
を
思
う
心
が
彼
を
愁
え
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
「
千
重
望

断
黙
諾
如
、
悪
水
呉
山
萬
里
饒
、
今
日
因
君
訪
兄
弟
、
敷
行
主
導
一
封
書
」
〈
江
南
送
北
客
因
愚

寄
野
州
兄
弟
書
V
「
感
時
思
弟
妹
、
不
野
天
憂
生
、
萬
里
纏
年
別
、
孤
燈
此
夜
話
、
病
容
非
蕾
日
、

三
思
逼
新
正
、
…
…
」
〈
除
夜
寄
弟
妹
〉
「
扁
舟
雷
雲
島
、
椅
樟
念
野
営
、
…
…
」
〈
秋
江
晩
泊
〉

等
の
詩
と
な
っ
て
、
そ
の
思
い
は
夢
に
ま
で
現
わ
れ
た
。
　
「
旅
愁
春
入
越
、
望
夢
夜
錦
帯
」
〈
江

棲
望
露
〉
。
．
つ
ま
り
、
若
き
詩
人
の
心
は
、
孤
独
と
寂
蓼
の
中
に
置
か
れ
て
感
傷
的
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
又
、
　
「
南
郡
北
里
歌
吹
時
、
濁
碕
柴
門
月
中
立
」
〈
寒
食
月
夜
〉
「
軒
準
歌
吹
誼
都

邑
、
中
有
一
人
向
隅
立
」
〈
長
安
早
春
旅
憶
〉
「
明
月
春
風
三
五
夜
、
萬
人
置
樂
一
人
愁
」
〈
長

安
正
月
十
五
日
〉
の
句
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
世
間
に
一
人
取
り
残
さ
れ
た
自
己
の
姿
を
見
て
常

に
心
が
晴
れ
な
い
寂
し
さ
を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
自
己
の
身
よ
り
発
す
る
孤
独
、
寂
蓼
感
は
、
自

己
以
外
の
事
象
を
見
る
に
つ
け
て
も
彼
を
感
傷
的
に
さ
せ
た
。
そ
の
例
と
し
て
「
妓
堂
賓
閤
無
下

日
、
野
草
山
花
又
欲
春
、
…
…
」
〈
過
高
將
軍
墓
V
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
い
か
な
る
栄
誉

を
得
よ
う
と
も
、
死
と
共
に
は
か
な
く
消
え
再
び
現
わ
れ
る
事
も
な
い
が
、
草
木
は
春
を
得
て

は
栄
え
る
と
言
う
。
〈
賦
得
古
原
草
送
別
〉
に
て
も
同
じ
く
人
事
の
は
か
な
さ
と
自
然
の
永
遠
性

を
通
し
て
青
春
の
感
傷
を
歌
う
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
愁
い
か
ら
逃
れ
る
術
は
な
い
も
の
か
。

こ
こ
に
彼
の
仏
道
へ
の
接
近
を
見
る
事
が
で
き
る
。
　
「
幸
投
花
界
宿
、
暫
得
静
心
顔
」
〈
旅
次
皆

空
寺
宿
墨
上
人
院
〉
と
言
い
、
又
、
　
「
開
龍
眼
解
比
色
相
、
落
後
辱
知
如
幻
身
、
空
門
此
去
幾

多
地
、
欲
把
残
花
問
上
人
」
〈
感
壮
瞥
雪
中
正
一
上
人
〉
と
言
っ
て
い
る
が
ご
と
き
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
彼
を
取
り
巻
く
種
々
の
環
境
（
次
弟
の
死
、
父
の
死
も
含
め
て
）
か
ら
く
る
孤
独
感
、
寂

温
感
よ
り
抜
け
出
そ
う
と
し
て
仏
門
を
叩
く
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
仏
道
帰
依
に
徹
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
む
し
ろ
贈
答
詩
か
ら
も
理
解
し
得
る
よ
う
に
多
く
の
友
人
と
の
親
交
を
持
つ
事
に
よ

っ
て
、
彼
の
人
間
的
弱
み
、
引
い
て
は
孤
独
感
、
寂
蓼
感
か
ら
の
脱
却
を
計
ろ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。
一
応
、
今
述
べ
て
き
た
よ
う
に
第
一
期
に
あ
っ
て
は
、
愁
い
に
満
ち
、
寂
し
さ
に
嘆
く
詩
が

多
く
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
、
彼
の
心
が
い
か
に
暗
く
感
傷
的
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
今
、
二
十
九
歳
進
士
合
格
ま
で
の
詩
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
見
な
し
て
論
じ
て
き
た
が
、

第
二
期
に
入
る
ま
で
に
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
進
士
及
第
の
後
、
校
書
郎
の
職
に
就
く
ま

で
の
間
、
す
な
わ
ち
二
十
九
歳
か
ら
三
十
一
歳
ま
で
の
間
に
作
ら
れ
た
一
群
の
詩
で
あ
る
。
こ
の

期
間
は
第
二
期
に
含
め
て
も
よ
い
が
、
彼
が
ま
だ
官
職
に
就
か
ず
に
い
た
時
代
で
あ
っ
て
、
第
二

期
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
な
い
し
、
又
、
第
一
期
と
は
ま
っ
た
く
詩
情
が
異
っ
て
い
る
の
で
こ
こ

に
取
り
上
げ
た
訳
で
あ
る
。
他
の
期
間
に
比
較
す
る
と
、
さ
し
て
言
を
重
ね
る
程
の
重
要
性
を
持

た
ぬ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
簡
単
に
言
及
し
て
置
く
。
　
「
去
歳
款
遊
響
岩
去
、
曲
江
西
岸
杏
園
東
、

高
下
忘
心
因
美
景
、
樽
前
苔
寺
是
春
風
、
…
…
」
〈
酬
嵜
野
大
見
賂
〉
の
ご
と
く
、
進
士
合
格
の

当
時
は
曲
江
や
杏
園
に
遊
び
人
生
を
謳
歌
し
、
又
、
　
「
得
意
減
富
里
、
半
甜
輕
遠
程
、
世
嗣
馬
蹄

疾
、
春
日
蹄
郷
情
」
〈
及
第
後
鼻
観
留
別
諸
同
年
〉
と
得
意
満
面
、
前
期
に
見
ら
れ
な
い
歓
喜
と

意
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
〈
與
元
信
書
〉
に
あ
る
よ
う
に
、
十
五
、
六
歳
に
し
て
進
士
試
験
の
あ
る

事
を
知
り
、
二
十
に
し
て
昼
は
賦
を
夜
は
書
を
課
し
、
暇
を
見
つ
け
て
は
作
詩
し
、
寝
る
時
と
て

も
無
か
っ
た
そ
の
努
力
が
報
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
喜
び
も
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
。

又
、
彼
に
は
こ
の
及
第
の
み
で
す
べ
て
が
解
決
し
た
の
で
は
な
い
。
次
に
来
る
も
の
は
官
職
の
栄

と
生
活
の
資
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
「
擢
第
名
方
立
、
航
書
鶉
豆
疲
、
磨
鉛
重
割
割
、
策
寮
再

雪
意
、
相
馬
須
憐
痩
、
呼
鷹
正
及
飢
、
扶
揺
重
即
事
、
曾
有
答
恩
金
」
〈
叙
徳
書
情
四
十
韻
、
上

中
欽
畠
中
丞
V
。
こ
の
詩
は
就
職
の
推
薦
を
願
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
官
職
に
対
す

る
熱
意
が
、
そ
し
て
執
着
が
表
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
第
一
期
に
て
は
見
ら
れ
な
い
喜
び
と

未
来
に
対
す
る
夢
が
彼
を
生
き
生
き
と
さ
せ
た
時
期
で
あ
る
。

　
第
二
期

　
三
十
一
歳
か
ら
四
十
四
歳
江
州
司
馬
に
至
る
ま
で
。
彼
の
作
品
中
最
も
注
目
に
値
す
る
時
期
で

あ
る
。
彼
は
、
三
十
一
歳
冬
、
試
判
抜
華
科
の
試
験
に
及
第
し
て
初
め
て
校
書
湿
た
る
職
を
与
え

ら
れ
た
。
次
い
で
三
十
五
歳
に
し
て
才
識
兼
茂
明
面
体
医
科
に
応
じ
四
等
で
入
り
、
上
屋
県
尉
に

除
せ
ら
れ
、
三
十
六
歳
で
集
賢
言
責
に
移
り
翰
林
学
士
を
授
け
ら
れ
、
三
十
七
歳
に
て
左
拾
遺
に

吊
せ
ら
れ
た
。
又
、
こ
の
無
智
は
妻
を
得
た
。
三
十
九
歳
の
五
月
、
彼
は
京
兆
戸
曹
達
軍
に
配
せ

ら
れ
、
次
い
で
四
十
歳
に
し
て
そ
の
母
を
失
い
退
い
て
滑
上
に
暮
し
た
。
し
か
し
、
四
十
三
歳
の

冬
、
再
び
入
朝
し
太
子
左
賛
善
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
る
も
彼
四
十
四
歳
す
な
わ
ち
元
和
十
年
、
時
の

宰
相
武
元
衡
が
殺
害
せ
ら
れ
た
事
件
に
つ
き
上
諭
し
て
、
諌
官
達
の
反
感
を
買
い
江
州
司
馬
に
左

遷
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
波
乱
に
富
ん
だ
時
期
を
第
二
期
と
す
る
。
こ
の
期
間
の
彼
は
、
最
も

儒
的
立
場
に
忠
実
で
あ
り
、
職
務
に
熱
意
を
持
っ
て
当
っ
た
。
詩
作
も
活
発
で
あ
り
、
作
品
数
は

非
常
に
多
く
、
前
期
に
比
し
て
情
熱
的
な
長
編
へ
と
移
っ
て
い
く
。
そ
の
作
品
の
内
容
は
大
体
次

の
三
種
に
分
類
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
誠
諭
詩
、
閑
適
詩
、
感
傷
詩
と
彼
が
分
類
し
て

い
る
そ
の
す
べ
て
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
調
諭
詩
は
左
拾
遺
の
職
に
あ
っ
た
時
を
中
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心
に
、
閑
適
詩
は
清
村
鴨
居
の
時
に
多
く
、
又
、
感
傷
詩
は
第
一
期
の
延
長
と
し
て
こ
の
期
間
全

般
に
渡
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
期
間
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
第
一
期
に
見
ら
れ
な
い
謁

諭
詩
と
閑
適
詩
の
出
現
で
あ
る
。
〈
與
元
九
書
V
の
中
で
、
彼
は
そ
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
が
、
換
言
す
れ
ば
、
霊
獣
詩
と
は
「
出
則
兼
済
天
下
」
、
閑
適
詩
と
は
「
難
関
独
善
其
身
」
の

精
神
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
意
味
で
謁
黒
影
と
閑
適
詩
と
は
表
裏
一
体
の
も

の
で
、
政
治
家
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
に
基
づ
く
作
品
と
な
り
得
た
。

　
さ
て
、
謝
諭
詩
を
ま
ず
取
り
上
げ
て
見
よ
う
。
白
下
長
慶
集
巻
一
の
〈
賀
雨
〉
以
下
六
十
四
首
、

巻
二
の
五
十
八
首
と
巻
三
、
四
に
ま
た
が
る
新
楽
府
五
十
首
の
計
一
百
七
十
二
首
が
そ
の
作
で
、

こ
れ
程
多
く
の
調
刺
的
作
品
を
歌
っ
た
の
は
、
中
国
文
学
史
上
ま
れ
に
み
る
存
在
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
彼
自
身
〈
與
元
九
六
〉
の
中
で
誓
書
詩
を
最
も
意
義
の
あ
る
存
在
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
そ
の
作
品
の
対
象
は
多
岐
に
渡
る
も
の
で
、
上
は
天
子
を
戒
め
政
治
家
た
る
者
の
反
省
を

促
し
、
下
は
重
税
、
戦
役
に
苦
し
む
農
民
の
姿
を
写
し
出
す
。
社
会
の
不
平
等
性
を
つ
く
と
同
時

に
人
倫
に
つ
い
て
説
き
、
社
会
の
風
俗
を
批
判
す
る
と
言
っ
た
具
合
で
あ
る
。
第
一
期
に
お
い
て

は
、
彼
を
感
傷
家
と
し
て
位
置
づ
け
た
が
、
感
傷
と
は
理
想
の
追
求
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
挫

折
と
し
て
起
る
。
仮
に
自
己
の
理
想
の
発
揚
可
能
な
場
、
日
の
当
る
所
に
置
か
れ
る
場
合
に
は
、

逆
に
異
常
な
情
熱
に
変
り
得
る
。
彼
は
中
央
の
諌
言
の
王
位
に
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
当
然
政
治
家

と
し
て
の
理
想
を
歌
い
上
げ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
、
彼
の
実
生
活
か
ら
来
る
感
情

が
映
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
に
切
実
感
に
欠
け
る
も
の
が
あ
る
。
彼
が
農
民
と
し
て
の
苦
し
み
も
、
兵

卒
と
し
て
の
戦
い
も
そ
の
体
験
を
持
た
ぬ
限
り
、
理
想
と
す
る
政
治
、
社
会
を
夢
見
る
為
の
抽
象

的
表
現
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
い
得
る
。
か
の
杜
甫
の
実
体
験
か
ら
来
る
叫
び
に
比
し
て
迫
力
に
欠

け
る
の
も
当
然
と
言
え
よ
う
。
　
「
緻
而
言
之
、
爲
君
、
爲
臣
、
爲
民
、
写
物
、
爲
事
而
作
、
不
爲

文
三
型
也
」
〈
新
長
府
序
〉
と
言
っ
て
い
る
ご
と
く
、
謁
話
調
は
政
治
家
と
し
て
の
手
段
で
あ
り
、

文
学
と
し
て
の
目
的
意
識
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
為
政
者
に
厳
し
く
訴
え
る

も
の
が
あ
る
も
の
の
、
一
般
人
に
詩
と
し
て
の
感
動
を
呼
び
起
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
当
時
は
む
し
ろ
感
傷
詩
の
長
恨
歌
（
後
述
す
る
）
の
類
が
一
般
に
賞
讃
さ
れ
た
事
実
は
、

そ
の
間
の
事
情
を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
期
を
特
徴
づ
け
る
も
う
一
つ
の
流
れ
は
、
前
述
し
た
閑
適
詩
の
存
在
で
あ
る
。
「
今

我
三
聖
悟
、
往
往
不
適
意
、
胡
爲
方
寸
間
、
不
貯
浩
然
氣
、
…
…
…
唯
言
合
美
酒
、
終
日
陶
陶
酔

…
…
」
〈
感
時
〉
。
述
べ
る
所
、
幾
ば
く
か
の
人
生
に
名
利
の
奴
と
な
り
日
々
富
貴
栄
達
を
望
む

の
愚
を
悟
り
、
愁
い
を
払
っ
て
た
だ
心
を
無
に
し
、
終
日
這
々
と
酔
う
の
境
地
を
歌
っ
て
い
る
。

又
、
　
「
葛
衣
禦
時
暑
、
疏
飯
療
朝
飢
、
持
此
卿
自
足
、
心
力
少
管
爲
、
…
…
」
〈
官
舎
小
亭
閑
望
〉

に
お
い
て
も
足
る
を
知
り
、
心
力
を
労
し
て
小
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
境
地
を
述
べ
る
。
こ
の
傾
向

は
、
滑
落
退
居
（
母
の
喪
に
服
す
）
の
時
に
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
　
「
十
年
爲
旅
客
、

常
徳
飢
寒
愁
、
三
年
黒
鼠
官
、
復
多
戸
素
董
、
有
酒
不
農
用
、
有
山
不
得
遊
、
豊
無
平
生
志
、
拘

牽
不
自
由
、
一
朝
蹄
円
上
、
涯
如
不
繋
舟
、
置
心
世
事
外
、
無
蓋
亦
無
憂
、
…
…
」
〈
適
意
二
首
〉

と
あ
る
ご
と
く
、
　
村
の
自
然
の
中
に
あ
る
彼
の
境
地
、
す
な
わ
ち
二
村
退
居
を
中
心
と
し
て
作

ら
れ
た
作
品
の
方
向
を
少
な
く
と
も
裏
書
き
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
彼
は
完
全
に
自
由
当
た

り
得
た
か
。
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
頃
の
作
に
く
効
陶
漕
聖
意
十
六
首
V
や
く
遊
悟
眞

寺
一
百
三
十
韻
〉
等
が
あ
る
。
前
者
は
、
陶
潜
が
超
俗
的
な
自
然
詩
人
と
し
て
酒
を
心
か
ら
愛
し

た
に
対
し
て
、
な
お
人
事
に
執
着
し
、
自
ら
報
わ
れ
ざ
る
を
酒
に
て
紛
ら
す
と
言
っ
た
感
が
強
い
。

と
こ
ろ
で
講
諭
詩
に
お
い
て
は
、
社
会
と
い
う
大
き
な
対
象
に
対
し
て
自
己
の
主
張
を
動
的
、
積

極
的
に
歌
い
上
げ
る
が
、
こ
の
閑
適
詩
は
、
消
極
的
に
自
己
一
身
の
在
り
方
、
す
な
わ
ち
儒
的
独

善
を
言
う
の
で
あ
り
、
足
る
を
知
り
和
を
保
ち
情
性
を
喜
び
歌
う
が
、
そ
の
根
底
に
は
願
望
の
抑

制
が
あ
り
、
満
た
さ
れ
ざ
る
苦
悩
か
ら
の
逃
避
が
存
在
す
る
事
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
又
、

「
…
…
外
註
儒
風
、
内
黒
影
行
…
…
」
〈
和
夢
遊
撃
詩
一
百
韻
序
〉
と
言
う
が
ご
と
く
、
儒
的
独

善
の
立
場
は
、
や
が
て
徹
し
切
れ
な
い
ま
で
も
仏
道
す
な
わ
ち
煩
悩
解
脱
の
道
に
通
じ
、
ひ
い
て

は
老
荘
の
無
為
の
思
想
に
も
通
じ
る
事
と
な
る
。

　
さ
て
、
第
二
期
の
調
諭
、
閉
適
の
詩
は
、
彼
の
場
合
必
ず
し
も
相
反
す
る
立
場
の
も
の
で
は
な

く
、
前
述
し
た
ご
と
く
表
裏
一
体
、
す
な
わ
ち
対
象
を
外
（
政
治
）
に
求
め
る
か
内
（
自
己
）
に

採
る
か
、
あ
る
い
は
公
的
立
場
と
私
的
立
場
の
い
ず
れ
を
先
ん
ず
る
か
、
そ
し
て
又
、
生
活
の
場

の
違
い
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
並
び
歌
わ
れ
た
と
し
て
も
決

し
て
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
二
期
に
お
い
て
特
徴
あ
る
謝
諭
詩
、
閑
適
詩
と
は
別
に
、
第
一
期
の
延
長
と
見
な
さ
れ
る
感

傷
詩
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
　
「
豊
町
花
芯
惜
、
方
知
老
暗
催
、
何
況
尋
花
伴
、
東
都
去
未
廻
、

謳
知
紅
寺
側
、
春
壷
思
悠
哉
」
〈
西
明
寺
牡
丹
花
時
憶
元
畜
〉
。
こ
の
句
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
方
で
自
己
の
老
い
る
姿
に
心
を
致
し
、
一
方
で
は
「
尋
長
居
」
、
す
な
わ
ち
か
つ
て
花
見
を
共

に
し
た
友
、
元
積
と
遊
賞
で
き
ず
独
り
置
か
れ
て
い
る
寂
し
さ
を
嘆
く
訳
で
あ
る
が
、
第
二
期
以

降
の
感
傷
詩
は
、
こ
の
老
い
の
来
る
人
生
の
寂
蓼
感
と
友
人
と
の
別
離
の
愁
い
を
歌
っ
て
い
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
特
に
独
り
置
か
れ
る
身
の
悲
し
み
は
、
彼
の
少
時
の
環
境
か
ら
来
る
孤

独
感
に
通
じ
る
。
彼
は
、
こ
の
寂
し
さ
を
友
に
語
り
か
け
る
事
に
よ
っ
て
慰
め
と
し
た
。
い
か
に

多
く
の
友
人
と
唱
和
し
、
贈
答
詩
を
交
わ
し
た
か
が
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
長
恨
歌
（
後
述
す
る
）
も
恐
ら
く
は
人
事
の
は
か
な
さ
に
加
え
て
別
離
の
悲
し
み
が
そ
の
主
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題
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
述
べ
て
来
た
よ
う
に
第
二
期
は
、
彼
が
最
も
情
熱
を
傾
け
て
生
き
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の

作
品
も
謁
諭
、
閑
適
、
感
傷
と
彼
の
意
図
す
る
所
を
述
べ
尽
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
人
々
の
心

に
訴
え
る
も
の
が
多
い
の
も
当
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
調
諭
詩
は
．
こ
の
期
以
外
に
見
当

ら
な
い
の
も
第
二
期
の
特
色
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
少
し
く
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
律
詩
の
存
在
で
あ
る
。
一
体
、
新
体
詩
す
な
わ
ち

律
詩
を
彼
は
古
詩
の
ご
と
く
意
味
の
上
か
ら
講
諭
、
閑
適
、
感
傷
の
三
分
野
に
分
類
し
て
い
な
い
。

彼
自
身
は
、
　
「
善
言
五
言
、
七
言
、
長
句
、
絶
句
、
自
一
百
韻
至
仁
韻
者
四
百
落
首
、
謂
之
雑
律

詩
、
…
…
…
非
平
生
所
尚
者
」
〈
與
云
蔵
書
V
と
一
言
っ
て
い
る
が
、
私
は
こ
の
律
詩
も
内
容
上
三

分
類
し
て
考
え
の
対
象
と
し
た
事
を
付
け
加
え
て
お
く
。

　
第
三
期

　
彼
四
十
四
歳
、
江
州
司
馬
に
癒
せ
ら
れ
て
か
ら
忠
州
刺
史
を
経
て
、
四
十
九
歳
の
冬
、
中
央
に

再
び
召
し
返
さ
れ
、
以
後
五
十
一
歳
十
月
に
自
ら
外
任
を
求
め
て
、
杭
州
刺
史
と
し
て
赴
く
ま
で

の
間
の
詩
を
取
り
上
げ
て
論
じ
よ
う
。
こ
の
間
の
作
品
は
、
お
お
む
ね
感
傷
詩
と
閑
適
詩
の
二
つ

の
流
れ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
、
　
「
落
陽
僅
四
千
、
五
行
七
十
里
、
人
煩
馬
蹄
組
、
勢
苦
已
如

此
。
」
〈
初
出
藍
田
路
作
〉
や
「
船
中
有
病
客
、
左
降
向
江
州
」
〈
舟
中
雨
夜
〉
に
見
ら
れ
る
ご

と
く
、
初
め
て
遠
く
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
身
の
不
遇
を
嘆
い
て
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
蝉
の
声
に
も
コ
催
衰
二
色
、
再
温
故
園
情
」
と
嘆
く
。
左
遷
の
身
の
悲
哀
は
、
見
る
も
の

聞
く
も
の
す
べ
て
彼
を
し
て
愁
え
せ
し
め
た
。
〈
山
鶴
鵠
〉
、
〈
放
旅
雁
〉
、
〈
琵
琶
引
〉
等
が

そ
れ
で
あ
る
。
又
、
か
つ
て
長
安
で
共
に
職
に
あ
り
遊
賞
し
た
友
人
、
元
穣
の
事
な
ど
思
い
起
こ

せ
ば
、
夢
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
　
「
夜
夢
蹄
長
安
、
見
我
故
親
友
」
〈
夢
與
李
七
」
便
三
十
三
同
二

元
九
〉
。
こ
の
悲
し
さ
、
寂
し
さ
は
忠
州
に
お
い
て
も
同
様
消
え
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。
　
「
巴
人

類
猿
狭
、
斐
蝶
満
山
野
、
敢
望
見
交
親
、
喜
逢
膳
人
者
」
〈
自
江
州
至
忠
州
〉
、
あ
る
い
は
く
竹

枝
詞
四
首
V
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
一
期
、
第
二
期
を
通
じ
て
流
れ
て
い
る
感
傷
の
詩
は
、
環
境

の
激
変
す
な
わ
ち
中
央
か
ら
の
左
遷
と
い
う
事
実
に
よ
り
、
一
層
孤
独
感
、
一
一
感
を
深
め
て
い

っ
た
。
し
か
し
、
一
方
こ
う
し
た
愁
い
は
、
江
州
左
遷
以
降
、
”
仏
教
思
想
ぞ
、
”
自
然
”
そ
し
て
、

「
肺
病
不
飲
酒
」
と
あ
る
の
で
一
時
期
は
控
え
て
い
た
”
酒
〃
に
結
び
付
く
の
で
あ
る
。
，
こ
れ
は

愁
い
か
ら
の
逃
避
で
あ
っ
て
、
や
が
て
は
す
べ
て
を
忘
れ
、
運
命
に
従
順
な
ろ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
「
宜
懐
齊
遠
近
、
三
三
随
南
北
、
飼
三
一
可
憐
、
天
涯
住
一
得
」
〈
一
一
〉
の
句

が
そ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
彼
は
忠
州
刺
史
を
経
て
、
再
び
中
央
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
が
既
に

四
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
　
「
中
間
十
四
年
、
六
年
居
謎
細
、
窮
通
與
榮
惇
、
志
野
随
外
物
、
…
…
近

僻
巴
郡
印
、
又
乗
球
宴
筆
、
直
情
何
足
纏
、
白
髪
映
二
極
、
消
沈
正
意
氣
、
改
正
奮
容
質
」
〈
曲

江
孟
秋
〉
の
ご
と
く
、
中
書
舎
人
知
暑
湿
の
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
か
つ
て
の
政
治
的
情
熱
も
な

く
、
初
め
て
江
州
に
流
さ
れ
た
頃
の
悲
哀
に
満
ち
た
気
持
ち
も
い
つ
し
か
薄
れ
、
た
だ
老
い
を
嘆

く
を
除
い
て
は
運
に
任
せ
る
事
を
歌
う
の
み
で
あ
っ
た
。
青
春
の
孤
独
感
、
寂
墨
書
か
ら
発
し
た

感
傷
詩
は
、
別
離
の
愁
い
、
左
遷
の
悲
哀
を
経
て
や
が
て
過
去
の
追
憶
と
老
い
の
嘆
き
の
み
を
歌

う
こ
と
と
な
る
。

　
さ
て
、
一
方
閑
適
詩
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
第
二
期
の
延
長
と
見
な
し
て
よ
い
。
　
「
行

年
四
十
五
、
雨
請
半
蒼
蒼
、
清
痺
詩
七
癖
、
粗
豪
酒
放
狂
、
老
来
猶
画
龍
、
叢
叢
即
爲
郷
、
或
擬

慶
山
下
、
來
春
結
草
堂
」
〈
四
十
五
〉
。
こ
の
詩
は
、
彼
四
十
五
歳
の
作
で
こ
の
期
間
の
閑
適
詩

の
方
向
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
〈
達
理
二
首
〉
に
「
委
順
以
待
終
」
と
あ
り
天
運
に
任
せ
る
事

を
歌
い
、
又
、
〈
郡
亭
〉
等
自
然
の
中
で
の
生
活
心
情
に
満
足
の
意
を
表
わ
す
作
品
も
多
い
。
こ

こ
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
こ
の
期
に
お
け
る
感
傷
詩
の
逃
避
的
傾
向
と
閑
適
詩
と
の
関
係
で
あ

る
。
閑
適
詩
は
、
も
と
も
と
儒
的
独
善
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
述
べ
て
い
る
が
、
彼
の
場
合
、
そ

の
出
発
に
お
い
て
既
に
感
傷
詩
の
逃
避
的
立
場
を
内
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
間
に
な
る

と
両
者
は
更
に
接
近
し
、
　
“
委
順
”
す
な
わ
ち
運
命
に
従
う
と
言
う
点
で
結
び
つ
く
の
で
あ
り
、

仏
道
接
近
の
端
緒
と
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
三
期
に
渡
っ
て
、
作
品
の
時
代
的
傾
向
を
通
し
て
彼
の
内
的
変
化
を
見
て
き
た
が
、
彼
は

い
か
に
環
境
に
左
右
さ
れ
易
い
人
物
で
あ
る
か
が
理
解
で
き
る
。
又
、
感
情
豊
か
に
し
て
、
時
に

は
激
白
し
、
時
に
は
愁
い
に
沈
む
。
し
か
し
、
江
州
左
遷
以
後
歳
月
と
共
に
運
命
に
従
順
に
し
て

悠
々
自
適
の
道
に
向
か
お
う
と
す
る
姿
を
読
み
取
る
事
が
で
き
る
。
次
に
、
調
諭
詩
、
閑
適
詩
、

感
傷
詩
の
年
代
的
増
減
を
簡
単
に
図
式
化
し
て
お
く
。

謁
諭
詩

閑
適
詩

感
情
詩

貞
元
1
6
年
（
2
9
歳
）

元
和
1
1
年
（
4
5
歳
）

三
図
元
年
（
5
0
歳
）
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白居易の詩についての二、三の考察第22巻

二
、
特
異
性
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
考
察

　
其
の
一

　
『
甑
北
詩
話
』
に
「
開
白
尚
捧
呈
、
務
言
人
器
具
欲
言
」
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
白
居
易
の

詩
は
平
易
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
種
々
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
「
工
務
文
字

奇
」
と
彼
自
身
が
言
う
ご
と
く
、
難
解
な
用
語
が
存
在
し
な
い
の
も
そ
の
表
現
を
平
易
に
す
る
点

で
あ
ろ
う
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
今
私
は
そ
の
平
易
性
の
一
端
を
次
の
ご
と
く
指
摘
し
た
い
。
杜

甫
の
詩
に
「
朱
門
酒
肉
臭
、
路
有
凍
死
骨
」
と
言
う
句
が
あ
る
。
巧
み
に
最
短
の
二
句
で
表
現
さ

れ
た
情
景
を
白
居
易
は
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。
　
「
昨
日
心
残
税
、
因
美
官
庫
門
、
給
南
如
山
積
、

綜
国
財
雲
屯
、
號
爲
羨
饒
物
、
随
呉
牛
至
尊
、
奪
我
身
上
暖
、
買
爾
眼
前
恩
、
進
入
環
林
庫
、
歳

久
化
爲
塵
」
〈
重
賦
V
、
　
「
筆
戦
駅
逓
肉
、
庫
有
貫
朽
鏡
、
誰
能
首
書
語
、
問
爾
骨
肉
間
、
豊
無

窮
賎
者
、
忍
不
救
飢
寒
」
〈
傷
宅
〉
、
　
「
樽
認
証
九
醍
、
水
陸
早
年
珍
、
…
…
国
営
江
南
旱
、
衝

州
人
食
人
」
〈
輕
肥
〉
、
　
「
朱
門
車
馬
客
、
紅
燭
歌
舞
棲
、
…
…
日
中
爲
樂
飲
、
夜
半
不
能
休
、

豊
朝
潮
郷
信
、
中
有
凍
死
囚
」
〈
歌
舞
〉
。
白
居
易
の
詩
は
、
お
お
む
ね
字
句
多
く
理
路
整
然
た

る
具
体
的
説
明
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
又
、
一
句
の
表
現
も
「
早
衰
因
病
病
因
愁
」
等
の
句
か
ら

も
類
推
で
き
る
よ
う
に
、
語
を
重
ね
て
説
明
的
で
あ
る
。
彼
は
言
う
。
　
「
毎
下
顎
時
、
囲
障
顧
語

患
、
其
意
太
切
性
理
忌
中
、
故
理
太
周
則
餅
繁
、
意
太
田
則
言
激
、
…
…
」
〈
和
答
詩
十
首
序
〉

か
か
る
平
易
さ
は
調
諭
達
と
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
謁
諭
詩
自
体
激
情
を
表
わ
す
と
共
に

意
を
明
確
に
伝
え
る
べ
き
必
要
が
あ
る
。
伝
達
を
正
確
に
す
る
為
に
は
筋
道
を
立
て
具
体
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
具
体
性
を
も
っ
て
筋
道
を
立
て
る
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
字
句
が
多
く
使
用
さ
れ

る
。
逆
に
言
う
と
字
句
の
使
用
が
多
け
れ
ば
、
人
々
に
そ
の
意
を
充
分
に
理
解
さ
せ
得
る
。
彼
が

古
詩
に
お
い
て
最
も
そ
の
意
の
重
き
を
置
い
た
の
も
、
律
詩
の
制
約
に
よ
り
言
葉
を
尽
し
て
意
を

述
べ
る
事
の
拒
否
を
嫌
っ
た
か
ら
と
も
言
え
る
。
又
、
彼
の
作
品
に
長
編
が
多
い
の
も
そ
の
結
果

で
あ
り
、
叙
情
詩
よ
り
も
叙
事
詩
に
彼
の
傑
作
の
多
い
事
と
も
関
連
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
彼

の
作
品
は
用
語
の
み
な
ら
ず
特
に
情
景
や
内
容
把
握
の
上
で
平
易
と
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

点
が
か
え
っ
て
白
氏
食
事
の
評
を
得
る
こ
と
に
も
な
る
。

　
其
の
二

　
長
編
の
詩
が
多
く
存
在
す
る
事
は
、
彼
の
詩
の
特
異
性
で
あ
る
。
　
「
甑
北
詩
話
」
に
次
の
ご
と

く
言
う
。
　
「
五
言
排
律
長
編
雄
節
有
如
香
山
之
多
者
、
…
…
此
外
如
三
十
二
十
韻
者
更
不
可
早
計
、

此
亦
古
來
所
未
有
也
」
。
又
、
言
う
。
　
「
唐
人
五
言
七
言
古
詩
大
系
、
莫
如
少
陵
之
北
征
、
昌
黎

之
南
山
、
…
…
然
香
山
亦
有
遊
王
順
謹
呈
眞
寺
一
首
多
至
一
千
三
百
字
、
世
顧
未
有
言
及
者
」
と
。

す
な
わ
ち
そ
の
量
に
お
い
て
も
質
に
お
い
て
も
取
り
上
ぐ
べ
き
を
述
べ
て
い
る
。
今
、
こ
こ
に
百

韻
以
上
の
詩
を
上
げ
る
な
ら
ば
、
〈
遊
悟
眞
寺
詩
一
百
三
十
韻
〉
、
〈
和
夢
遊
春
詩
一
百
韻
〉
、

〈
里
村
退
軍
寄
禮
部
崔
侍
郎
翰
林
塾
舎
人
詩
一
百
韻
〉
、
〈
代
書
詩
一
百
韻
寄
微
吟
〉
、
〈
東
南

行
一
百
韻
…
…
〉
の
五
首
が
あ
り
、
そ
の
他
数
十
韻
の
詩
も
多
く
存
す
る
。
さ
て
、
〈
証
悟
眞
寺

詩
一
百
三
十
韻
〉
に
お
い
て
次
の
事
柄
が
知
ら
れ
る
。
彼
は
ま
ず
山
中
の
景
を
、
次
い
で
寺
中
の

景
、
更
に
筆
工
亭
等
々
と
順
次
そ
の
景
物
を
具
体
的
に
重
し
、
霊
境
遺
跡
を
細
部
に
渡
っ
て
描
写

し
て
い
る
。
思
う
に
長
編
叙
景
詩
は
応
々
に
し
て
単
調
に
陥
り
易
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
が

感
じ
ら
れ
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
詩
に
あ
っ
て
は
、
進
行
に
つ
れ
て
常
に
そ
の
対
象

が
変
化
し
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
個
々
の
対
象
す
な
わ
ち
景
物
に
つ
い
て
、
言
い
伝

え
を
交
え
、
細
部
に
至
る
ま
で
具
体
的
に
叙
す
る
方
法
に
は
変
化
が
あ
る
。
場
面
の
転
換
に
つ
れ

て
、
詩
人
の
目
は
同
じ
所
に
止
ま
ら
な
い
。
こ
の
空
間
的
描
写
の
変
化
が
、
こ
の
長
編
叙
景
詩
を

し
て
退
屈
さ
せ
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。
又
、
こ
の
詩
の
最
後
の
一
段
で
過
去
の
身
を
振
り
返
っ

て
現
在
の
心
境
を
歌
う
所
が
あ
る
。
〈
溜
村
退
居
詩
一
百
韻
〉
に
あ
っ
て
も
、
過
去
の
追
憶
が
強

く
表
わ
れ
て
お
り
、
現
在
の
境
遇
が
過
去
の
追
憶
を
通
し
て
更
に
未
来
へ
の
思
い
に
至
る
の
で
あ

っ
て
、
時
間
的
広
が
り
す
な
わ
ち
時
間
的
変
化
を
重
い
出
す
事
が
で
き
る
。
こ
の
時
間
的
変
化
と

先
に
あ
げ
た
場
面
の
転
換
す
な
わ
ち
空
間
的
変
化
が
、
彼
の
長
編
の
詩
の
中
で
特
に
強
く
作
用
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
〈
東
南
行
一
百
韻
〉
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
者
が
巧
み
に
結
び
合
っ
て
い

る
。
現
在
の
江
州
か
ら
思
い
は
過
去
の
長
安
の
追
憶
へ
と
走
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
彼
の
長
編

の
詩
は
、
か
か
る
変
化
を
常
に
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
変
化
が
長
編
詩
を
し
て
冗
長
な
ら
し

め
な
い
の
で
あ
る
。
あ
の
〈
長
恨
歌
〉
や
く
琵
琶
引
V
に
お
い
て
も
、
同
じ
く
そ
の
特
性
が
生
か

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
警
奇
な
言
葉
を
も
っ
て
せ
ず
、
字
句
を
多
く
用
い
、
な
お
か
つ
そ

の
意
を
存
分
に
達
す
る
為
に
は
、
や
は
り
こ
の
変
化
の
存
在
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
其
の
三

　
こ
こ
で
は
〈
長
恨
歌
〉
を
取
り
上
げ
、
そ
の
主
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
詩
は
、
白

居
易
自
身
が
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
に
流
布
し
た
。
元
来
小
説
で
も
同
様
で
あ

る
が
、
歴
史
的
人
物
を
背
景
に
描
か
れ
る
場
合
、
一
般
大
衆
に
興
味
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。

時
あ
た
か
も
伝
奇
小
説
の
流
行
し
た
時
代
と
も
合
わ
せ
て
、
人
々
に
賞
讃
さ
れ
た
の
は
当
然
の
な

り
ゆ
き
で
あ
る
。
さ
て
、
美
貌
で
も
っ
て
帝
の
寵
愛
を
一
身
に
集
め
た
全
盛
の
楊
貴
妃
の
有
様
を

第
一
段
と
し
、
次
い
で
第
二
段
で
は
楊
貴
妃
の
死
、
第
三
段
で
主
人
公
が
玄
宗
に
変
り
、
彼
の
彼
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女
に
対
す
る
思
慕
の
情
を
そ
し
て
第
四
段
で
道
士
招
魂
の
場
を
描
き
、
　
「
天
長
地
久
有
時
孟
、
此

恨
綿
綿
無
画
期
」
の
言
葉
で
締
め
く
く
る
。
人
々
を
退
屈
さ
せ
な
い
変
化
と
随
所
に
詩
的
感
情
を

抱
か
せ
る
に
足
る
技
巧
を
駆
使
し
、
物
語
の
世
界
に
人
々
を
引
き
入
れ
る
と
同
時
に
別
離
の
悲
し

み
が
人
々
の
心
情
を
強
く
揺
さ
ぶ
る
の
で
あ
る
。
我
が
国
の
源
氏
物
語
と
同
じ
く
み
ご
と
な
叙
事

の
世
界
と
叙
情
の
世
界
の
融
合
で
あ
る
。
さ
て
、
彼
の
作
品
〈
新
楽
府
五
十
首
〉
の
中
に
〈
李
夫

人
〉
の
一
首
が
あ
る
。
描
か
れ
る
対
象
す
な
わ
ち
主
人
公
は
異
る
が
、
〈
長
恨
歌
〉
に
全
く
似
た

筋
書
き
で
あ
る
。
　
「
此
恨
長
在
無
硝
期
」
〈
李
夫
人
〉
と
表
現
ま
で
類
似
し
て
い
る
が
、
最
後
の

二
、
三
連
の
句
か
ら
明
ら
か
に
謁
諭
詩
と
見
な
さ
れ
る
。
彼
の
詩
は
、
こ
の
よ
う
に
最
終
の
数
句

に
よ
り
内
容
を
規
定
す
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
〈
長
恨
歌
〉
の
場
合
、
〈
李
夫
人
〉
と
同

じ
筋
書
き
で
あ
り
な
が
ら
、
　
「
天
長
地
久
有
時
書
、
此
恨
綿
綿
無
筆
期
」
の
最
終
の
善
導
が
示
す

よ
う
に
、
そ
の
主
題
は
別
離
の
深
い
悲
し
み
に
あ
る
と
言
え
る
。
〈
長
恨
歌
〉
は
、
元
和
元
年
、

彼
が
整
屋
台
尉
に
除
せ
ら
れ
た
頃
の
作
で
、
当
時
親
友
の
元
積
は
中
央
で
左
拾
遺
の
職
に
あ
っ
た
。

こ
こ
で
進
士
合
格
以
来
、
孤
独
な
彼
の
慰
め
と
し
て
存
在
し
た
親
友
元
仁
、
そ
し
て
一
生
涯
の
友

（
比
類
を
み
な
い
程
多
く
の
贈
答
詩
か
ら
も
類
推
で
き
る
）
と
し
て
心
を
許
し
た
歯
元
積
と
の
初

め
て
の
別
れ
が
生
じ
た
。
感
傷
的
な
詩
人
白
居
易
が
、
心
の
友
と
の
別
離
の
悲
し
み
を
こ
の
〈
長

恨
歌
〉
に
託
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
世
人
は
、
〈
長
恨
歌
〉

を
評
し
て
、
政
道
の
乱
れ
を
颯
刺
し
た
も
の
で
あ
る
と
。
又
、
最
高
の
ロ
マ
ン
の
世
界
を
歌
う
と
。

し
か
し
、
両
者
と
も
全
く
そ
の
的
を
得
て
い
な
い
。
最
後
の
二
重
に
主
題
が
あ
り
、
あ
く
ま
で
親

友
元
棋
と
の
別
離
の
悲
し
み
を
内
に
秘
あ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
は
人
物
を

借
り
て
自
己
の
姿
を
、
そ
し
て
心
を
吐
露
す
る
事
が
多
い
。
〈
王
暴
君
二
首
〉
に
つ
い
て
も
そ
の

事
が
言
え
る
。
そ
こ
に
は
実
感
が
あ
り
、
人
々
に
訴
え
る
何
物
か
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

筋
書
き
の
み
に
人
々
は
心
引
か
れ
る
の
で
は
な
い
。
〈
琵
琶
引
〉
に
お
い
て
も
同
じ
事
が
言
え
る
。

〈
長
恨
歌
〉
は
、
彼
の
体
験
を
通
し
て
の
悲
哀
が
内
在
す
る
故
に
こ
そ
、
広
く
人
々
に
感
動
を
与

え
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
其
の
四

　
彼
の
詩
を
通
じ
て
随
所
に
見
ら
れ
る
文
字
と
し
て
”
髪
・
髪
”
が
あ
げ
ら
れ
る
。
又
、
こ
れ
に

類
す
る
文
字
を
取
り
上
げ
る
と
驚
く
べ
き
数
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
等
は
お
お
む
ね
白
毛
混
じ
り
の
意

に
用
い
ら
れ
、
老
齢
化
を
意
味
す
る
表
現
で
あ
る
。
一
方
、
年
齢
を
表
わ
す
数
字
も
各
所
に
見
ら

れ
る
。
　
「
年
引
過
三
六
」
、
　
「
四
十
垂
白
髪
」
、
　
「
三
十
生
二
毛
」
等
あ
げ
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。
こ
れ
等
は
白
居
易
の
詩
の
特
異
性
と
見
る
事
が
で
き
、
歳
月
の
過
ぎ
去
る
の
早
き
を
恨

み
、
人
事
の
は
か
な
さ
に
対
す
る
嘆
き
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
詩
に
も
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
彼
自
身
、
貧
苦
、
病
弱
の
苦
労
に
よ
っ
て
年
若
く
し
て
身
体
が
衰
え
た
事
、

そ
れ
に
も
増
し
て
立
身
出
世
の
遅
れ
に
焦
り
を
感
じ
た
事
が
原
因
と
な
っ
て
、
常
に
自
己
の
身
を

振
り
返
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
又
、
白
居
易
の
感
傷
詩
人
と
し
て
の
特
異
性
を

表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

結
　
び

　
詩
は
、
詩
人
の
心
情
を
吐
露
す
る
と
言
う
。
感
受
性
強
く
、
時
に
は
嘆
き
の
底
に
、
あ
る
時
は

情
熱
を
訴
え
た
が
、
そ
れ
は
表
面
的
環
境
の
変
化
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
根
底
に
は
生
来
の

感
傷
性
が
常
に
流
れ
、
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
い
れ
ら
れ
ず
、
現
実
を
見
て
は
落
胆
に
む
せ
ぶ
の
情

が
多
い
。
こ
れ
は
彼
の
少
時
の
環
境
か
ら
来
る
人
間
形
成
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
や
が
て
歳
月

と
共
に
追
憶
に
心
を
致
し
な
が
ら
も
現
実
に
妥
協
す
る
。
後
半
仏
道
に
親
し
み
、
心
を
閑
適
な
ら

し
め
る
詩
が
多
く
作
ら
れ
る
の
も
そ
の
間
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。
今
回
、
白
居
易
詩
の
前
半

か
ら
、
心
情
の
変
化
と
詩
の
特
色
を
述
べ
、
そ
の
人
間
性
追
求
の
一
端
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
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概
要

　
白
居
易
詩
の
前
半
を
見
る
に
、
時
に
は
謁
諭
詩
を
あ
る
時
に
は
閑
適
詩
を
歌
う
も
、
飽
く
ま
で

そ
の
根
底
に
流
れ
る
も
の
は
感
傷
の
情
で
あ
っ
て
、
や
が
て
時
と
共
に
追
憶
に
心
を
致
し
な
が
ら

も
、
悲
し
み
か
ら
逃
避
し
現
実
に
妥
協
し
て
い
く
姿
を
描
く
と
共
に
、
彼
の
特
異
性
で
あ
る
平
易

性
は
説
明
的
表
現
に
あ
る
と
し
、
長
編
詩
に
あ
っ
て
は
時
間
・
空
間
の
変
化
が
詩
を
冗
長
か
ら
救

っ
て
い
る
点
、
そ
し
て
〈
長
恨
歌
〉
の
主
題
は
彼
の
別
離
の
情
か
ら
発
し
た
事
、
最
後
に
感
傷
的

表
現
に
つ
い
て
の
各
点
に
関
し
て
考
察
を
試
み
た
。
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